「手すり先行工法」に関する実態調査実施要領

調査目的：全国の建設現場において、「手すり先行工法」に係る国土交通省の共通仕様書（土木関係）及び特記仕様書（営繕関係及び住宅関係）並びに厚生労働省の安全衛生部長通達の実施状況を把握するために調査を行う。

調 査 者：組合員会社の営業担当者

調査期間：8月2日～9月30日
調査要領：現場外部から観察できる範囲で結構です。
記入要領：以下の要領で、「手すり先行工法に関する実態調査表」にご記入下さい。

①一工事につき、一調査票を使用して下さい。
　　　　　②「発注者区分」については、いずれかに○をして下さい。
　　　　　③「発注者名」については、例えば「発注者区分」が「国」の場合、国土交通省とか農林水産省といった区別が分かるように記載して下さい。
　　　　　④「工事区分」については、いずれかに○をして下さい。なお、住宅であっても「低層住宅」以外のもの（例えば、マンション、集合住宅等）は「建築」に含まれますので、ご注意下さい。
　　　　　⑤「工事名」については、「新築」か「改修」かのいずれかに○をして下さい。
　　　　　⑥「使用している足場の種類」については、いずれかに☑をして下さい。
　　　　　⑦「手すり先行工法」を使用していない場合は、「不使用」に☑をして下さい。
　　　　　⑧「手すり先送り方式の正しい施工手順」について、下欄に注意書きをしていますので、よく読みの上、チェックして下さい。
提出期限：平成22年10月12日（火）

当組合ホームページから本調査表のフォーマットをダウンロードできますのでご利用下さい。（URL  http://www.kasetsuanzen.or.jp）
※ なお、誠に勝手ながら、集計作業の都合上、ある程度の枚数になりましたら、適宜ご提出下さいますようお願い致します。
